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い
つ
も
な
ら
、ゆ
く
年
を
追
い
か
け
な

が
ら
、
く
る
年
を
望
む
と
き
で
す
が
、
昨

年
は
世
界
を
揺
る
が
す
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、先
の
見
え
ぬ
混
迷
の
う
ち
に
年
が
暮

れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
延
期
、

大
規
模
な
自
然
災
害
、
経
済
の
低
迷
。
こ

う
し
た
不
安
に
負
け
じ
と
、家
族
の
絆
や

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
転
換
、地
方
へ
の
移

住
促
進
、少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
新
し

い
希
望
も
生
ま
れ
ま
し
た
。困
難
だ
と
言

わ
れ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
、遠
隔
診
療
な
ど
を
導
入
す
る
流

れ
が
加
速
し
、こ
の
変
化
は
新
し
い
年
も

続
く
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
昨
年
９
月
に
菅
内
閣
が
誕
生

し
ま
し
た
。首
相
と
し
て
、最
初
に
臨
ん

だ
記
者
会
見
で「
目
指
す
社
会
像
は
自

助
、共
助
、公
助
。そ
し
て
、絆
だ
」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。私
は
、そ
の
新
首
相
の

目
指
す
社
会
像
に
共
感
し
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
住
民
と
と
も
に

進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。町
長
就
任
後
、

最
初
の
所
信
表
明
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
と
し
て
、「
自
助
、
共
助
、
公

助
」を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。町
民
と
行
政

が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立

し
、「
協
働
・
共
生
」の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、「
暮
ら
し
を
支
え
る
絆
社
会
を
実

現
す
る
」こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
人
材
の
育
成
や
自
治
会

を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
諸
団
体
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
小
竹
町
の
将
来
像
実
現
の
た
め

に「
住
み
た
い
！
育
て
た
い
！
訪
ね
た

い
！
あ
な
た
が
主
役 

幸
せ
実
感 

小
竹

町
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
た

「
第
５
次
小
竹
町
総
合
計
画
」の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
待
望
の
小
竹
町
新
庁
舎

が
J
Ｒ
小
竹
駅
西
口
エ
リ
ア
に
竣
工
し

ま
し
た
。こ
の
新
庁
舎
は
、５
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
も
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
ず
、窓
口
機
能
の
集
約
に
よ
る
質

の
高
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
。
２
つ

目
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導

入
し
た
、
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
庁

舎
。３
つ
目
に
、町
民
と
行
政
の
協
働
や

交
流
の
た
め
の
開
か
れ
た
親
し
み
や
す

い
庁
舎
。
４
つ
目
に
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
備
え
た
庁
舎
。５
つ
目
に
、高

い
省
エ
ネ
性
能
を
発
揮
で
き
る
環
境
に

や
さ
し
い
庁
舎
で
あ
り
、
５
月
７
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

で
、
小
竹
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
が
さ
ら

に
増
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、町
と
小

竹
団
地
誘
致
企
業
と
の
連
携
を
深
め
、

小
竹
駅
西
口
周
辺
開
発
を
町
の
重
点
施

策
と
し
て
進
め
、移
住
・
定
住
促
進
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。現
在
、小
竹
駅
西
口
周
辺
の
一
部
で

宅
地
造
成
・
分
譲
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
小
竹
駅
周
辺
の
町
有
地
売
却
等
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
進
め
、
施
策
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
遠
賀
川
、長
崎
街
道
、炭
坑
遺
産
な
ど

の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ

た「
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」の
活
動
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
、自
治

会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、商
業
、工
業
、

農
業
、行
政
と
が
連
携
を
深
め
、新
た
な

産
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
末
に
策
定
す
る「
小
竹

町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」に
基

づ
き
、
経
年
劣
化
し
て
き
た
町
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
劣
化
が
著
し
い
七
福
団

地
内
の
木
造
住
宅
を
災
害
に
強
い
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
建
て
替
え
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全
体

計
画
の
13
．８
％
程
度
の
進
捗
率
で
す
。

今
後
予
算
の
範
囲
内
で
進
捗
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
現
代
的
課
題
と
い
わ
れ
ま
す
少
子
・

高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る

施
策
の
推
進
も
喫
緊
の
政
治
課
題
で

す
。
小
竹
駅
西
口
周
辺
開
発
に
よ
る
町

外
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
促
進
や
住
民

の
社
会
参
加
な
ど
に
、
よ
り
課
題
の
解

決
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
戦
略
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。医
療
・
福
祉
・
介
護
な

ど
住
民
が
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
の
地
域
医
療

を
担
う
町
立
病
院
を
中
心
に
町
内
医
師

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
町
の
医
療
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
健
康
増
進
に
力
点
を

お
き
、「
健
康
長
寿・老
楽
の
町
」を
目
指

し
ま
す
。

　
子
ど
も・子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
た

め
、
子
ど
も
医
療
費
の
負
担
軽
減
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。

　
町
内
、小・中
学
校
の
児
童
生
徒
の
学

力
は
、
県
内
に
お
い
て
も
上
位
の
成
績

を
維
持
し
て
い
ま
す
。今
後
も「
知・徳・

体
」の
調
和
の
と
れ
た
人
格
形
成
を
目

指
す
教
育
の
充
実
を
図
り
、
町
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

待
機
児
童
を
出
さ
な
い「
小
竹
こ
ど
も

園
」の
運
営
や
学
童
保
育
な
ど
の
充
実

を
目
指
し
ま
す
。小
・
中
学
校
施
設
は
、

大
規
模
改
修
も
終
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
も

進
み
、
教
育
環
境
は
充
実
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。今
後
は
、平
成
30
年
度
策
定
の

「
学
校
施
設
整
備
第
８
次
５
か
年
計
画
」

に
沿
っ
て
、
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
社
会

教
育・体
育
施
設
は
、経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
、
早
急
に
改
築
等
の
計

画
を
進
め
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
異
常
気

象
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
遠
賀
川
左

岸
の
堤
体
強
化
や
蛇
牟
田
川
排
水
機

場
の
設
置
な
ど
で
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
の
恐
れ
は
緩
和
し
ま
し
た
が
、
油

断
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
町
の
集

中
豪
雨
対
策
に
お
い
て
、
懸
案
事
項
で

ご
ざ
い
ま
し
た
宮
若
市
か
ら
の
流
入
水

を
防
ぐ
た
め
の
ゲ
ー
ト
設
置
に
つ
い
て

は
早
急
に
事
業
着
手
し
、
令
和
４
年
度

の
出
水
期
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し

ま
す
。
地
震
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
は
、行
政
の
責
務
で
す
。防

災
計
画
の
随
時
見
直
し
や
自
主
防
災
組

織
の
強
化
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
防

災・減
災
対
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

一
方
、
防
災
対
策
に
欠
か
せ
な
い
の
が

円
滑
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で

す
。向
こ
う
三
軒
両
隣
の
絆
を
深
め
、支

え
合
い
、分
か
ち
合
い
、助
け
合
う「
協

働・共
生
」の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
意

識
改
革
に
努
め
、
災
害
か
ら
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
27
年「
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
策

定
し
た「
第
６
次
行
政
改
革
」に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
５
年
間
の
検
証
を
行
い
、

令
和
２
年
度
中
に
は
新
た
な「
第
７
次

行
政
改
革
」を
策
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、

住
民
と
と
も
に
知
恵
と
力
を
出
し
合

い
、
徹
底
し
た
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
る
た
め
、こ
の
改
革
を
断
行
し
、財
政

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
三
年
一
月
一
日

小
竹
町
長  

松
尾 

勝
徳

町
民
の
皆
さ
ま

あ
け
ま
し
て 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
は
丑
年
。

何
事
に
も
忍
耐
強
く
、逆
境
に
も
め
げ
な
い
強

さ
と
情
熱
を
秘
め
て
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
、

丑
年
の
特
徴
に
あ
や
か
り
、町
民
の
皆
さ
ま
が

幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
、新
年

を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、社
会
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。「
強
い
者
や
賢
い
者
で
は
な
く
、

変
化
に
対
応
で
き
る
者
が
生
き
残
れ
る
」。

こ
の
思
い
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
し
っ

か
り
と
共
有
し
、国
や
県
を
利
用
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
頼
る
こ
と
な
く
、
地
方
政
府
と
し

て
、し
っ
か
り
と
ま
ち
づ
く
り
に
挑
ん
で
ま
い

り
ま
す
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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学
校
安
全
に
は
、生
活
安
全
・
交

通
安
全
・
災
害
安
全
が
あ
り
ま
す
。

安
全
教
育
で
は
、日
常
生
活
に
お
け

る
安
全
の
状
況
を
判
断
し
進
ん
で

安
全
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、ま

た
周
り
の
人
の
安
全
に
も
配
慮
で

き
る
よ
う
に
育
ん
で
い
き
ま
す
。学

校
生
活
に
対
す
る
安
全
指
導
や
設

備
等
の
安
全
点
検
を
は
じ
め
、交
通

安
全
教
室
や
防
災
教
室
、避
難
訓
練

等
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
は
安
全

に
対
す
る
意
識
を
常
に
持
ち
、自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
を
受
け
て
、小
竹
北

小
学
校 

下
元
校
長
は「
安
全
教
育

で
大
切
な
こ
と
は
、学
校
、保
護
者
、

地
域
と
が
連
携
し
た
取
組
で
す
。こ

の
よ
う
な
表
彰
は
、北
小
学
校
が
長

年
に
わ
た
り
、計
画
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
安
全
教
育
の
積
み
重
ね
と

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
継
続

的
な
見
守
り
活
動
等
の
お
か
げ
で

す
。地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
主

体
性
を
育
む
学
校
安
全
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。」と
話
し
ま

し
た
。

　
「
北
小
学
校
独
自
の
学
校
安
全
教

育
」に
つ
い
て
、
評
価
さ
れ
て
き
た

４
つ
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

令和２年度学校保健及び学校安全表彰

文部科学大臣表彰

令和２年度

福岡県教育文化表彰

　

小
竹
北
小
学
校
が「
令
和
２
年

度
学
校
安
全
表
彰（
文
部
科
学
大

臣
表
彰
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
学

校
保
健
お
よ
び
学
校
安
全
の
普
及

と
向
上
に
尽
力
し
、
多
大
の
成
果

を
あ
げ
た
個
人
、
学
校
お
よ
び
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
の
学
校
安
全
の
受
賞
校
は
、
全

国
で
18
校
。県
内
で
は
、小
竹
北
小

学
校
が
唯
一
の
受
賞
で
す
。

　
交
通
安
全
教
室
や
避
難
訓
練
等

の
実
施
と
と
も
に
、
小
竹
北
小
学

校
で
は
集
団
登
下
校
や
地
域
の
見

守
り
活
動
、
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
推
進
会
議
等
、
保
護
者
や
地
域

と
協
力
し
た
学
校
安
全
に
関
す
る

取
組
を
組
織
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、今
年
度
は
、文
部
科

学
省
指
定
の「
学
校
安
全
総
合
支

援
事
業
」モ
デ
ル
地
域
の
拠
点
校

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
受
賞
を

含
め
、
こ
れ
ま
で
学
校
安
全
や
交

通
安
全
の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
表

彰
を
受
賞
し
た
小
竹
北
小
学
校
。

福
岡
県
の
教
育
文
化
の
振
興
に
貢

献
し
た
と
し
て
、「
令
和
２
年
度
福

岡
県
教
育
文
化
表
彰
」も
受
賞
し
、

11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た「
ふ
く

お
か
教
育
月
間
記
念
行
事
」に
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

△文部科学省での表彰式が新型コロナの影響によ
　り中止となったため、１１月１３日に福岡県教育
　委員会を通して、表彰状が届きました。

△１２月２日、町内３小学校の校長が須堯教育長とともに、文部科学大臣表彰および福岡県教育文化表彰の受賞の喜びを町長に報告しました。

特 集
教育のまち　こたけ

小竹南小学校　稲葉智子校長 小竹北小学校　下元照一校長 小竹西小学校　中野博喜校長

１ モデル地域の拠点校として
他校へ安全教育を広げています

評価

　町内の小中学校は、小規模校のため、少人数での登
下校時の安全が課題です。そこで、新しい取組とし
て、令和２年度から文部科学省指定の「学校安全総合
支援事業」を実施しています。小竹北小学校を小竹町
の安全教育の拠点校として、小中のつながりを重視
し、学校、家庭、地域および関係機関が連携した、学校
安全推進体制の構築を図っています。そして、小・中
学校に学校安全の中核となる教職員を位置づけ、県
全体に生活安全・交通安全の取組を推進していると
ころです。

◎安全教育公開授業を実施
　１１月２５日、３年生社会科「事故や事件からまち
を守るしくみ」の公開授業を行いました。事故や事
件、火事を防ぐためのしくみを学んだ子どもたち。そ
の後、ＰＴＡや地域の人たちとともに、校区内の危険
な場所等を考え、自分自身の安全を守るためにでき
ることを話し合いました。授業を終え、阿萬理愛さん
は「住んでいる地区以外にも危険な場所、安全を守る
ための標識がたくさんあることを知りました。」と話
していました。今後は、子どもたちは、授業で学んだ
ことを子ども１１０番の家推進会議等に報告します。
　今回の授業は、主幹教諭を中心としたプロジェク
トチームを結成し、教材研究・開発を行いました。ま
た、教材作成や地区別通学路調査等など、全教職員が
一丸となって授業づくりに取り組み、教職員の資質
向上にもつながりました。

△公開授業に町内の小中学校教員も参加。児童の課題解決能力の
　育成や教師の共同教材研究のあり方について協議会をし、町内
　小中学校で学校安全の充実に向けた実践が行われました。

いのちを守る安全教育
～学校・家庭・地域の連携がこどもの命を守ります～

北小・学校安全教育の取組

△通学路安全マップを見ながら、安全を守るためにできることを
　話し合い、「見通しが悪いからよく見て歩く」「らくがきがある
　から通らない」「竹林は不審者が出るかもしれない」など危険な
　場所を見直すきっかけとなりました。

△「御徳１・御徳３」「御徳２・赤地」「南良津・兵丹」の３つに分け、
　通学路安全マップに、子どもたちが調べた「安全のための施設・
　設備や危険箇所」を書き記しました。
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶企画調整課企画係☎２・１２１４

◉秋季火災予防啓発パレード！火の用心を呼びかけました

◉貴重な人形浄瑠璃！年に１度の天日干しを行いました

◉子どもたちが「スマホ・タブレット・ゲーム小竹安全宣言」をしました！

　

　１２月４日、いじめを生まない学校づくり推進会
議「第４回 子ども会議」が小竹中学校で開催されまし
た。３小学校と中学校の代表が集まり、スマホ・タブ
レット・ゲームの安全な使用方法について協議を重
ね、スマホ・タブレット・ゲーム安全宣言の案を作成。
今回の会議では、３か月間、各学校で安全宣言案に取
り組み、その結果を報告し、意見を出し合いました。そ
して、「①使用時間は平日１時間以内、休日２時間以内

（３０分ごとに休憩）②課金をしない③ネット上に個
人情報を載せない④人が嫌がる言葉を使わない⑤知
らない人とのやりとりをしない」を宣言しました。

　１１月１０日、小竹郷土研究会の皆さんのご協力の
もと、人形浄瑠璃一式の天日干しを行いました。こ
の人形は、明治時代に小竹町を拠点とした人形浄瑠
璃の一座「勝楽舎」で使われていた貴重なもので、人
形の頭１１首、手足７点、衣装３１点、幕関係１７等を
南小学校に保管しています。その他にも、小竹町の
歴史を学べる展示物も
ありますので、ご覧にな
りたい場合は、事前に社
会教育係（☎２・０４５２）
までご連絡ください。

　１１月８日、全国火災予防週間に合わせて、宮若
市、鞍手町、小竹町の消防団および直鞍消防本部と
合同で、秋季火災予防啓発パレードを行いました。
小竹町で出発式を行った後、警鐘を鳴らしながら、
１市 2 町を巡回しました。この時季は、空気が乾燥

し、暖房器具や火気を使
用する機会が増えること
から、火災の発生が増加
する恐れがあります。就
寝や外出の前は、火の元
に十分注意しましょう。

特 集
教育のまち　こたけ

４ 自転車クラブの活動
積極的な自転車大会への出場

評価

　交通安全への取組の一つとして、子どもたち
は、昼休み等を使って自主的に練習を頑張り、
６年前から継続的に交通安全子供自転車大会
へ出場しています。今年は、新型コロナの影響
で中止になりましたが、北小の伝統でもある自
転車クラブの活動を実施し、４年生から６年生
までの１１人が地域の人たちの指導のもと、走
行技能や交通安全の知識を高めました。

２ 集団登下校
継続的な見守り活動

組織的な取り組み
子ども１１０番推進会議

評価

　毎日、子どもたちは６つの班に分かれて、集団
登下校をします。また、ＰＴＡをはじめ、自治会長
や老人会、民生委員等の約２０人が地域安全ボラ
ンティアとして、交差点等での交通安全指導を実
施しています。地域安全ボランティアの中には、
子どもたちと学校まで一緒に歩き、安全確保のた
めの見守りをしてくれている人もいます。

　年に２回、「子ども１１０番の家」推進会議（昨
年度の会員７２人、１１０番の家登録１０８軒）を
開催しています。この会議では、自治会長、見守
り隊、ＰＴＡ委員会、警察等を交えて、子どもた
ちの登下校時の安全を守る取組の確認や校区
内での子どもたちの生活の様子などの情報を
交換しています。

３評価

いのちを守る安全教育
～学校・家庭・地域の連携がこどもの命を守ります～

直方地域交通安全活動推進委員
髙橋 幸雄さん（兵丹区）

子どもたちは“地域の宝”
毎日の交通安全指導は大変です
が、子どもたちの安全を見守り、元
気な姿をみるとパワーをもらいま
す。横断歩道を渡った後、子どもた
ちは、必ず交通安全指導者や停止
中の自動車運転者にお礼を言いま
す。いつも感謝の気持ちを伝える
　　子どもたちに感激します。

自転車クラブ

６年　山本 あさかさん

安全第一
楽しく自転車に乗ろう

自転車クラブでは、周りに注意し
て、安全に自転車を乗ることがで
きました。サイクリングロードで
は、会う人にあいさつもしまし
た。中学生になってもクラブ活　
　　動を思い出して活かして
　　　　　いきたいです。

北小・学校安全教育の取組



89 ひまわりだより

役 場 か ら の お 知 ら せ 町長の動き

点

描—１１月２１日から１２月２０日まで —

１１月２４日 総合教育会議における町教育委
員との協議会 ホテル日航福岡

１１月２５日 防衛省へ要望活動 東京都

１１月２６日 全国町村長大会 東京都

１１月２９日 小竹町職員採用 2 次試験面接 庁内会議室

１１月３０日 臨時会 議場

１２月１日

庁議
庁内会議室新型コロナウイルス感染症対策

本部会議
県町村会正副会長会

県自治会館
県町村会理事会

１２月２日
３小学校長表敬訪問 町長室

平成筑豊鉄道経営会議・取締役会 福智町公民館

１２月３日
１２月定例会（～１５日） 議場

行政改革推進本部会議 庁内会議室

１２月４日 全員協議会 議場

１２月６日 政経フォーラム リーガロイヤル小倉

１２月９日 行政改革推進本部会議 庁内会議室

１２月１１日 自治会長会役員会 庁内会議室

１２月１２日 自公連立２１周年記念時局講演会 田川市文化センター

１２月１６日

平成筑豊鉄道（株）社長および郵便
局長来庁

町長室福岡銀行副本部長来庁
九電飯塚営業所長来庁

１２月１７日 各学校長との意見交換会 西鉄グランドホテル

１２月１８日 ＪＲ九州（株）筑豊篠栗鉄道事業部
来庁 町長室

１２月２０日 政経フォーラム ホテル日航福岡

神か
み

の
島し

ま

ど
つ
か
り
座す

わ

る
冬ふ

ゆ

の
雲く

も

　
　
松
尾
　
治
子

木こ

の
葉は

髪が
み

こ
と
な
き
わ
れ
の
余よ

生せ
い

か
な

　
　
原
賀
　
靜
子

国く
に

東さ
き

の
露つ

ゆ

け
き
石い

し

と
な
る
羅ら

漢か
ん

　
　
阿
部
　
天
風

冬ふ
ゆ

座ざ

敷し
き

那な

智ち

の
硯す

ず
り

と
有あ

り

馬ま

筆ふ
で

　
　
白
石
　
実
枝

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風 

選

俳句

　

こ
れ
ほ
ど
の
速
さ
で
時
代
が
進
ん
だ
一
年
が
か
つ

て
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
平
時
で
は
な
く
有
事

の
年
明
け
で
あ
る
。世
界
を
揺
る
が
す
危
機
。ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
の
延
期
。大
規
模
な
自
然
災
害
。経
済
の
低

迷
。こ
う
し
た
不
安
に
負
け
じ
と
、新
し
い
希
望
も
ま

た
生
ま
れ
た
。
困
難
だ
と
言
わ
れ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
、
遠
隔
診
療
な
ど
を
導
入
す

る
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
今
年
も
続

く
の
だ
ろ
う
。コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、国
は
人
の
移
動
が

集
中
し
て「
密
」が
生
ま
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
休

み
の
分
散
を
呼
び
か
け
た
。
町
も
年
末
の
恒
例
行
事

の
仕
事
納
め
式
を
中
止
し
、分
散
休
暇
を
奨
励
し
た
。

年
明
け
早
々
に
は
成
人
式
や
新
春
挨
拶
会
、
消
防
出

初
式
な
ど
の
新
春
恒
例
行
事
が
目
白
押
し
だ
が
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
縮
小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
疫
病
払
い
の
妖
怪「
ア
マ
ビ
エ
」を
あ
し

ら
う「
一
陽
来
復（
悪
い
こ
と
が
続
い
た
後
に
運
が
開

く
）」と
い
う
言
葉
が
今
年
の
年
賀
状
な
ど
に
多
く
使

わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。生
活
が
立
ち
行
か
な
い
な
ど
、

な
り
わ
い
を
奪
わ
れ
た
人
た
ち
の
叫
び
に
、
政
治
の

支
援
が
と
ど
か
ず
、
苦
境
に
陥
る
人
々
は
後
を
絶
た

な
い
。
世
に
は
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
と
い
う
教
え

も
あ
る
。時
代
は
常
に
困
難
と
隣
り
あ
わ
せ
。そ
の
中

で
喜
び
を
味
合
え
る
社
会
を
築
く
こ
と
を
願
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
メ
ン

バ
ー　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の「
イ
マ
ジ
ン
」が
再
び
世

に
響
い
て
い
る
と
い
う
。「
さ
ま
ざ
ま
な
壁
を
の
り
こ

え
、人
々
が
結
ば
れ
る
社
会
を
と
も
に
つ
く
ろ
う
。い

つ
か
あ
な
た
も
仲
間
に
な
っ
て
、そ
し
て
、き
っ
と
世

界
は
ひ
と
つ
に
な
る
ん
だ
」と
呼
び
か
け
な
が
ら
。

ジ
ョ
ン
が
凶
弾
に
倒
れ
て
40
年
、
生
誕
80
年
の
歳
月

が
流
れ
た
。
亡
く
な
る
直
前
の
ジ
ョ
ン
の
言
葉
が
残

さ
れ
て
い
る
。「
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
か
は
、
ぼ
く

ら
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」。コ
ロ
ナ
危
機
の
今

に
よ
み
が
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
竹
町
長
　

町 長 コ ラ ム

人権擁護委員の
再任について
問税務住民課住民係☎２・１２１７

おめでとうございます
農業委員長期在職者感謝状

問農政環境課農業振興係☎２・１１６７

おめでとうございます
小竹町まちづくりひまわり賞顕彰式

問企画調整課コミュニティ支援係☎２・１２１４

　
委
嘱
期
間
は
、
令
和

３
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
12
月
31
日

ま
で
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
に
常
に
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で

何
か
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
11
月
20
日
、
小
竹
町
ま

ち
づ
く
り
ひ
ま
わ
り
賞

顕
彰
式
を
役
場
で
行
い

ま
し
た
。
協
働
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

そ
の
功
績
を
た
た
え
、
髙

橋
幸
雄
さ
ん（
兵
丹
区
）

を
顕
彰
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
北
小
児

童
の
集
団
登
校
の
引
率
、

交
通
ル
ー
ル
や
あ
い
さ

つ
の
大
切
さ
を
伝
え
る

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
な
ど
地
域

住
民
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

木
原
剛
さ
ん（
南
良
津
区
）

は
、
農
業
委
員
と
し
て
、
12
年

間
、農
業
の
発
展
と
農
業
者
の

地
位
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
を
た
た

え
、
一
般
財
団
法
人
農

業
会
議
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
原
さ
ん
は「
小
竹

町
の
農
業
は
安
定
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

若
い
担
い
手
も
育
っ

て
お
り
、
方
向
性
も

し
っ
か
り
と
し
て
い

ま
す
。
小
竹
町
の
農
業

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。」と

話
し
ま
し
た
。

■
大
屋
太
さ
ん（
新
多
区
）が

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、法

　

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

　

し
た
。

…問い合わせ
  市外局番：０９４９６



1011 ひまわりだより

…問い合わせ
  市外局番：０９４９６

役 場 か ら の お 知 ら せ

公共交通に関する
アンケート調査について

問企画調整課企画係☎２・１２１４

　
小
竹
町
で
は
、
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
持
続
可
能
な
公

共
交
通
を
提
供
で
き

る
よ
う
公
共
交
通
の

見
直
し
を
検
討
す
る

た
め
、
町
内
在
住
の
約

二
千
五
百
世
帯（
無
作

為
抽
出
）を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
調
査
票

が
届
い
た
人
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
回
答
方
法

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。）の
い

ず
れ
か
一
方
で
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

●
回
答
締
切
日

１
月
22
日（
金
）

△インターネット
　回答ＱＲコード

学校給食のレシピを
紹介しています

問教育課学校給食係☎２・０３７３

お
う
ち
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
給
食
！

　

学
校
給
食
の
献
立

の
中
か
ら
抜
粋
し
て
、

給
食
レ
シ
ピ
を
町

小竹町 給食レシピ紹介 検索

町ホームページ（https：//
town.kotake.lg.jp）の「教育・
文化・図書・生涯学習」→「学
校給食係」をご覧ください。

令和２年度 小竹町職員採用試験（一般事務）を行います

問総務課人事係☎２・１２１２

●
第
１
次
試
験
日

２
月
21
日（
日
）

●
試
験
会
場

町
中
央
公
民
館

●
募
集
職
種（
採
用
予
定
人
員
）

一
般
事
務（
２
人
）

●
採
用
年
月
日

令
和
３
年
５
月
１
日

●
受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

●
申
込
書
等
の
配
布

総
務
課
人
事
係（
役
場
２

階
）で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
便
請
求
の
場
合
は
、封
筒

　
の
表
に「
採
用
試
験
申
込
書

　
請
求
」と
朱
書
き
し
、
切
手

　
（
百
四
十
円
）を
貼
っ
た「
あ

　
て
先
」明
記
の
返
信
用
封
筒

　
（
角
形
２
号
封
筒
Ａ
４
サ
イ

　

ズ
が
折
ら
ず
に
入
る
大
き

　
さ
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
手
続

１
月
29
日（
金
）17
時
15
分
ま

で
に
、総
務
課
人
事
係（
役
場

２
階
）へ
提
出
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
の
場
合
は
、封
筒
の
表

　

に「
受
験
申
込
書
在
中
」と

　
朱
書
き
し
、簡
易
書
留
で
送

　
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
四
百
十
四
円
分（
簡
易
書
留

　

分
）の
切
手
を
貼
っ
た「
あ

　
て
先
」明
記
の
返
信
用
封
筒

　
（
定
形
）を
必
ず
同
封
し
て

　
く
だ
さ
い
。書
類
が
完
備
し

　

て
い
る
も
の
に
限
り
受
け

　
付
け
ま
す
。

●
提
出
書
類

申
込
書
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
、
申
込
書
に
添
付
し
た
写

真
と
同
一
の
写
真
１
枚

※
詳
細
は
、「
小
竹
町
職
員
採

　
用
試
験
案
内
」お
よ
び
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

☝

一
人
ひ
と
り
の
行
動
は

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
に
重
要
で
す

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
イ
ベ
ン
ト
や

買
い
物
な
ど
、
人
の
移
動
が
多
く
な

り
ま
す
。
特
に
都
市
部
は
、
分
散
休

暇
と
は
い
え
、
人
が
集
ま
る
場
所
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今

一
度
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
感

染
予
防
対
策
を
十
分
に
と
り
、
楽
し

い
休
暇
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ー 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ ー

　

小
竹
交
番
連
絡
協
議
会

の
要
望
の
も
と
、
町
が
Ｊ
Ｒ

小
竹
駅
西
口
の
駐
輪
場
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま

し
た
。
放
置
自
転
車
や
盗
難

被
害
も
あ
り
、
周
囲
の
目
が

届
か
な
い
時
間
帯
な
ど
の

犯
罪
防
止
を
図
る
た
め
の

も
の
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
は
、
十
分
注
意
を
は

ら
い
、管
理
・
運
営
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
が
安
全
安
心
に
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

発熱等の症状がある場合

まずは電話相談をしましょう！

問小竹町新型コロナウイルス感染症対策本部 ☎２・１２１２

➊かかりつけ医等の医療機関に電話してください。

➋相談する医療機関に迷った場合は、下記へお問い合わせください。
受診・相談センター▷☎０９４８・２１・４９７２　夜間・休日▷☎０９２・６４３・３２８８

　
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避

難
所
の
協
定
を
町
内
の
社
会

福
祉
法
人
と
締
結
し
ま
し

た
。福
祉
避
難
所
は
、避
難
行

動
要
支
援
者
台
帳
の
登
録
者

の
う
ち
、
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
人
を
対
象
と
し
ま

す
。協
定
は
、久
住
会
、小
竹

福
祉
会
、小
竹
御
徳
会
、小
竹

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
４
法

人
で
、
施
設
の
一
部
を
提
供

し
ま
す
。今
後
は
、個
別
の
避

難
支
援
計
画
の
作
成
な
ど
、

関
係
組
織
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

災害時「福祉避難所」開設
協定を締結

問福祉課一般福祉係☎２・１２１９

防犯カメラ設置のお知らせ

問管財課管財係☎２・１２１５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
、

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

今月の納税　
～税金は納期限までに納めましょう～

問税務住民課収納係☎２・１２１６

　

自
動
的
に
指
定
の

口
座
か
ら
税
金
が
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

納
め
忘
れ
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き

は
、
町
指
定
金
融
機
関

（
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
福
岡
ひ

び
き
信
用
金
庫
、
飯
塚

信
用
金
庫
、
直
鞍
農

協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

ま
た
は
税
務
住
民
課

窓
口
で
行
え
ま
す
。

集合税 - 町県民税・固定資産税・国民健康保険税 - 

第８期 納期限　令和３年 2 月 1日（月）
　　　　　【口座振替日 １月２５日（月）】

※口座振替日は、毎月２５日（１２月および２月は
　２２日、振替日が休日の場合は翌営業日）です。

●
口
座
振
替
に
よ
る

   

納
税
に
つ
い
て

●
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
が
事
業
を
営
む

た
め
に
所
有
す
る
土
地
と
家

屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産

で
す
。構
築
物・機
械・装
置・

船
舶
・
航
空
機
・
車
両
・
運
搬

具
・
工
具
・
器
具
・
備
品
等
の

固
定
資
産
を
い
い
ま
す
。

●
申
告
の
対
象

事
業
を
行
い（
工
場
や
商
店

を
営
む
人
、
駐
車
場
や
ア

パ
ー
ト
を
貸
し
付
け
る
人
、

農
業
を
し
て
い
る
人
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
い

る
人
な
ど
）、１
月
１
日
現
在

に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
人
で
す
。

▽『
所
有
権
留
保
付
売
買
資
産
』

　

は
原
則
、買
い
主
が
申
告
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽『
共
有
資
産
』は
、
代
表
者
を

　
決
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

２
月
１
日（
月
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

等
に
係
る
中
小
事
業
者
等
の
事

　

業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
に

　

対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

　

準
の
特
例
措
置（
令
和
３
年
度
の

　

み
）の
申
告
も
、
提
出
期
限
は
２

　
月
１
日（
月
）で
す
。

令和３年度償却資産申告書の
提出を忘れずに！

問税務住民課税務係☎２・１２１６

…問い合わせ
  市外局番：０９４９６

　

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備

に
関
す
る
工
事
責
任
技
術
者

の
新
規
登
録
お
よ
び
更
新
登

録
の
申
請
を
次
の
要
領
で
受

け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間

１
月
18
日（
月
）か
ら
１
月

29
日（
金
）ま
で

●
対
象

【
新
規
登
録
】

⑴
福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

合
格
し
た
人（
合
格
証
の
有

効
期
限
が
令
和
年
３
月
31

日
以
降
の
人
）

⑵
試
験
参
加
市
町
に
責
任
技

術
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
人

【
更
新
登
録
】

⑴
令
和
２
年
度
福
岡
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
更
新
講
習
を
受
講
し
た
人

排水設備工事責任技術者新規・
更新登録申請受付について
問上下水道課下水道事務係☎２・１９４５

介護保険料の減免について
問県介護保険広域連合総務課収納管理係

☎０９２・９８１・９０７１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
主
た
る
生
計
維
持

者
が
、
死
亡
ま
た
は
重

篤
な
傷
病
を
負
っ
た

場
合
や
、
失
業
・
事
業

廃
止
・
収
入
減
少
額
が

前
年
の
３
割
以
上
の

場
合
な
ど
、
介
護
保
険

料
の
支
払
い
が
困
難

で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
、
支
払
い
の
猶
予
や

減
額
、
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
を
す

る
人
は
、
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
係
窓
口
、
ま
た

は
福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
総
務
課
収

納
管
理
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

令和３年度学童保育所入所児童を募集します
問小竹町社会福祉協議会☎２・２０２８

■ 学童保育所名等

保育所名 場所 対象 定員

南学童保育所 南小学校敷地内 南小児童 ４０人

北学童保育所 北小学校敷地内 北小児童 ３５人

西学童保育所 西小学校敷地内 西小児童 ３０人

■ 保育料等（月額）   ※（ ）内の金額は２人目以降の保育料です

費用負担

世帯種別 保育料金 おやつ代・
保護者会費 合計 その他

ひとり親世帯
・非課税世帯

２，０００円
（１，０００円）

２，０００円～
２，５００円

４，５００円
（３，５００円）

別途、年間
傷害保険料
８００円 が
必要です。

生活保護世帯 １，５００円
（１，０００円）

４，０００円
（３，５００円）

その他の世帯 ４，０００円
（２，０００円）

６，５００円
（４，５００円）

学童保育支援員を募集します

■
入
所
要
件

▽
令
和
３
年
度
に
小
竹
町
の

　

小
学
校
に
就
学
し
て
い
る

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

　
の
児
童

▽
放
課
後
、児
童
が
家
に
帰
っ

　

て
も
保
護
す
る
人
が
い
な

　
い
家
庭
の
児
童

▽
保
護
す
る
人
が
い
て
も
何

　

ら
か
の
理
由
で
保
育
す
る

　
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

■
保
育
期
間
等

●
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日（
木
）

か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

（
木
）ま
で

●
休
所
日

日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日

か
ら
８
月
15
日
ま
で
、
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

●
保
育
時
間

▽
小
学
校
の
登
校
日
は
、放
課

　
後
か
ら
19
時
ま
で

▽
土
曜
日
お
よ
び
長
期
学
校

　
休
業
日（
夏
休
み
等
）は
、７

　
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

※
土
曜
日
は
、1
か
所
で
合
同

　
保
育
に
な
り
ま
す（
令
和
３

　

年
度
は
北
学
童
で
実
施
予

　
定
）。

●募集要件
支援員（パートタイム労働者）。児童の教育に経験
および熱意のある人。

※勤務時間等の詳細については、小竹町社会福祉協議会
　にお問い合わせください。

■
入
所
申
込
受
付
等

●
受
付
期
間

２
月
１
日（
月
）か
ら
２
月

19
日（
金
）ま
で
の
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
土・日・祝
日
は
除
く
）

●
申
込
用
紙
提
出
先

町
社
会
福
祉
協
議
会（
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、

役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援

係（
※
毎
週
木
曜
日
は
19

時
ま
で
受
付
可
能
）、ま
た

は
各
学
童
保
育
所

※
入
所
申
し
込
み
に
関
す
る
提
出
書

　
類
は
、町
社
会
福
祉
協
議
会
、役
場

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
お
よ
び
各

　
学
童
保
育
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
現
在
、
学
童
保
育
所
に
入
所
し
て

　
い
る
児
童
が
令
和
３
年
度
も
引
き

　
続
き
、
入
所
を
希
望
す
る
場
合
で

　
も
再
度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
長
期
学
校
休
業
日（
夏
休
み
等
）に

　
伴
う
短
期
入
所
の
受
け
入
れ
に
つ

　
い
て
は
、
６
月
以
降
に
定
員
の
範

　
囲
内
で
適
宜
募
集
し
ま
す
。
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図書室新刊のお知らせ
▶図書閲覧室開館時間（中央公民館内）
　８：３０〜１７：１５
   問 中央公民館 ☎２・０４５２

超辛口先生の
赤ペン俳句教室

著／夏井 いつき
朝日出版社

大山正紀はプロサッカー選手を目指す高
校生。いつかスタジアムに自分の名が轟

とどろ

く
のを夢見て、練習に励んでいた。そんな中、
日本中が悲しみと怒りに駆られた女児惨
殺事件の犯人が捕まった。週刊誌が暴露し
た名は「大山正紀」。報道後、サッカー推薦
の枠から外れた高校生の大山正紀を始め、
不幸にも殺人犯と同姓同名となってしまっ
た。“名もなき”大山正紀たちの人生に影が
落ちる。これは、一度でも自分の名前を検
索したことのある、名もなき私たちの物語。

同姓同名

著／下村 敦史
幻冬舎

話題のバラエティ番組『プレバ
ト！！』の俳句コーナーに出演す
る著者による、俳句超入門書。芸
能人の俳句と一刀両断の添削後
の俳句を Q ＆ A 方式で紹介。季
重なりについてや、俳句作りのテ
クニックなどを分かりやすく解
説する。美しい兼題写真と添削を
オールカラーで完全ヴィジュア
ル化。初めての人でも俳句がうま
くなる、やさしく楽しい入門書。

リンゴの皮を切れないようにナ
イフでむくと、皮はどんな形に
なる？「ひらめき力」・「直感力」・

「発想力」。仕事や学習に役立つ
３つの力を鍛えるのに最適！数
字・錯視・図形・紙あそび・言葉・
線引き・マッチ棒・コイン・・・。あ
らゆる分野のクイズが７４問 +
家族で遊べるゲーム７題。

脳の力を伸ばす！
ひらめきクイズ

監修／篠原 菊紀
辰巳出版

中
央
公
民
館
だ
よ
り

『こたけプレーパーク』のお知らせ
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今月の健康行事

▶内容によっては事前に予約が必要なものや
　対象者が限られる場合がありますので、健康
　増進課健康対策係にお問い合わせください。

▶新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
　り、延期する場合があります。その場合は、
　対象者に個別で連絡をします。

●予約・問い合わせ

　健康増進課 健康対策係
　☎２・１８６４

2月
９日（火）：乳児健診

役場２階
受付▷１３時１５分～１３時４５分

●
対
象
者

未
就
学
児
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で

●
内
容

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ

こ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

進
化
し
た
新
し
い

鬼
ご
っ
こ
で
す
。
作

戦
を
練
り
、
み
ん
な

で
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

●
必
要
な
も
の　

タ
オ
ル
、水
筒
、上
靴

問教育課社会教育係　☎ 2・０４５２

日時　１月1７日（日）
▷１０時から１２時まで

場所　小竹町児童体育館

お風呂は
特にご注意ください

～ヒートショックを予防しよう～

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
、気
温
が
下
が

る
冬
場
に
多
く
み
ら
れ
、失
神
や
不
整

脈
の
ほ
か
、死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。特
に
起
こ
り
や
す
い
の
は
、寒
い

季
節
の
お
風
呂
で
す
。暖
房
の
効
い
た

リ
ビ
ン
グ
か
ら
気
温
の
低
い
脱
衣
室

や
浴
室
に
移
動
す
る
と
、体
表
面
全
体

の
温
度
が
一
気
に
下
が
り
、血
圧
が
急

激
に
上
が
り
ま
す
。一
度
急
上
昇
し
た

血
圧
は
、浴
室
の
温
か
い
湯
に
つ
か
る

と
、今
度
は
血
管
が
拡
張
し
、反
対
に

急
激
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の

急
激
な
血
圧
の
変
動
が
失
神
を
起
こ

す
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。皆

さ
ん
が
安
全
に
お
風
呂
を
楽
し
む
た

め
に
、ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　「ヒートショック」とは、温かい部屋から寒い部屋への移動など、
急激な温度の変化により血圧が上下に大きく変動することをきっ
かけにして起こる健康被害です。

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
で

勝
利
を
め
ざ
せ
！

〈〈
※こたけプレーパークは、毎月１回日曜日に実施し、
　随時、参加者を募集しています。

〈

湯の温度は４１℃以下、
入浴時間は１０分まで
を目安にしましょう

▷湯はあまり熱くせず、10 分
　までを目安に上がるように
　しましょう。

▷半身浴でも長時間入浴すれ
　ば体温が上昇する可能性が
　あるので、気を付けましょう。

入浴前に脱衣所や浴室
を暖めましょう

▷湯を浴槽に入れる時に、シャ
　ワーから給湯するとシャワ
　ーの蒸気で浴室の温度が上
　がります。

▷沸かし湯の場合は、浴槽の湯
　が沸いたところで、十分にか
　き混ぜて蒸気を立て、ふたを
　外しておくと良いでしょう。

「ヒートショック」

予防のポイント

入浴の前は、同居者に
一声かけて、見回って
もらいましょう

▷入浴時の死亡事故を防ぐに
　は早期発見が必要です。

▷同居者がいる場合は、入浴前
　に一声かけ、同居者は高齢者
　が入浴した時には、こまめに
　様子を見に行きましょう。

アルコールが抜けるま
で、また食後すぐの入
浴は控えましょう

▷食後 1 時間以内や飲酒時は
　血圧が下がりやすくなるた
　め、入浴を控えましょう。

▷体調の悪い時や睡眠薬等の
　服用後の入浴は控えましょう。

浴槽から急に立ち上が
らないようにしましょう

▷浴槽から出る時は、手すりや
　浴槽のへりを使ってゆっく
　り立ち上がりましょう。
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暮らしの情報
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相
談

募
集

17 ひまわりだより －道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
建設課☎２・１９００／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp

町立病院事務局
☎２・０２８２

町立病院
✿

伝言板

■ 夜間および時間外の救急診療を行います
【１月】   ３日（日） 内科：町立病院　外科：宮田病院
　　　  ７日（木） 内科：町立病院　外科：社会保険直方病院
         １２日（火） 内科：町立病院　外科：社会保険直方病院
         １５日（金） 内科：町立病院　外科：社会保険直方病院
         １８日（月） 内科：町立病院　外科：宮田病院
         ２２日（金） 内科：町立病院　外科：くらて病院
         ２７日（水） 内科：町立病院　外科：福岡ゆたか中央病院

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

日
時　

1
月
８
日（
金
）▽
12

　
時
か
ら
13
時
ま
で
受
付
、13

　
時
開
始

場
所　
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
２・２
０
２
８

全
国
一
斉

生
活
保
護
相
談
会

日
時　

１
月
24
日（
日
）▽
10

　
時
か
ら
16
時
ま
で

（
電
話
番
号
）

☎
０
１
２
０
・
０
５
２
・
０
８
８

◉
相
談
無
料・秘
密
厳
守

問
福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議

　
会（
担
当
者・平
原
）

☎
０
９
３・２
８
２・２
６
１
５

「
１
１
０
番
」は
緊
急
電
話

相
談
は「
＃
９
１
１
０
」

　
「
１
１
０
番
」は
、
事
件
・
事

故
の
緊
急
通
報
専
用
電
話
で

す
。緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し

な
い
相
談
・
要
望
な
ど
の
通
報

は
、「
＃
９
１
１
０
」（
相
談
受

理
専
用
電
話
）へ
。
１
分
１
秒

を
争
う
緊
急
の
事
件
・
事
故
の

通
報
は「
１
１
０
番
地
」へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
等
を

対
象
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
た
就
業
支
援
や
養
育
費

相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。支

援
等
の
希
望
者
は
、
ま
ず
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

 
月
曜
日
か
ら
金

　

曜
日
ま
で
▽
９
時
か
ら
17

　
時
ま
で
、毎
週
土
曜
日
と
第

　
１
・
第
３
日
曜
日
▽
９
時
か

　
ら
16
時
ま
で

内
容　
①
就
業
支
援
相
談（
来

　

所
相
談
お
よ
び
各
市
町
村

　
役
場
出
張
相
談
）、
②
養
育

　
費
相
談（
離
婚
協
議
中
で
も

　
相
談
可
。
相
談
の
結
果
、
弁

　

護
士
に
よ
る
助
言
が
必
要

　

と
判
断
し
た
人
に
弁
護
士

　

相
談
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し

　
ま
す
。　

問
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
４
８・２
１・０
３
９
０

お
知
ら
せ

■ 診察時間
月～金曜日 ９時～１７時１５分
土曜日　　 ９時～１２時３０分

■ 時間外診察
当直医が診察します。

※発熱、せきなどの症状がある場合は、
　１４時からの受診をお願いします。

自
衛
官
採
用
試
験

●
第
５
回
自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有 

　
す
る
18
歳
か
ら
32
歳
ま
で

受
付
締
切　

１
月
18
日（
月
）

試
験
日　

１
月
31
日（
日
）ま

　
た
は
２
月
１
日（
月
）

場
所　

小
倉
駐
屯
地

●
自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日
時　

平
日
▽
８
時
30
分
か

　
ら
17
時
30
分
ま
で（
随
時
）、

　
土
・
日
・
祝
▽
10
時
か
ら
15

　
時
ま
で（
随
時
）

※
１
～
３
日
は
お
休
み
で
す
。

場
所　

福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所（
飯
塚
市

　
川
津
６
３
９
－
１
）

◉
参
加
無
料・予
約
不
要

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

　
部
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
０
９
４
８・２
２・４
８
４
７

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練  

施
設
内
訓
練
生（
４
月
入
校
）

募
集
締
切　

１
月
15
日（
金
）

卒
業
し
た
人
、
令
和
３
年
３

月
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま

た
は
、
学
校
施
行
法
規
則
で

そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

※
志
願
資
格
等
の
詳
細
は
、お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別

　
支
援
学
校

☎
０
９
３・６
５
１・５
４
１
９

ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
資
金
・
修
学
資
金
等

を
支
援
し
ま
す

　
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
寡

婦
の
人
の
生
活
安
定
と
そ
の

家
庭
の
子
ど
も
の
福
祉
の
た

め
、無
利
子
ま
た
は
低
利
子
で

各
種
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（「
福
岡
県 

ひ
と
り
親 

貸
付
」

で
検
索
）。ま
た
は
、福
岡
県
嘉

穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

所（
☎
０
９
４
９
・
２
２
・
５
６

９
２
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

募
集
科　

小
竹
校
▽
プ
ロ
グ

　

ラ
ム
設
計
科
、
自
動
車
整

　

備
科
、
機
械
加
工
エ
ン
ジ

　
ニ
ア
科
、建
築
科
、塗
装
科
、

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
科　

　

田
川
校
▽
電
気
工
事
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
木
工
家

　

具
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左

　
官
科
、Ｏ
Ａ
事
務
科

※
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

に
備
え
付
け
て
い
る「
訓

　

練
生
募
集
要
項
」ま
た
は
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

　

w
w

w
.fukuoka-kunre

　

n.net/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術

　
専
門
校
☎
０
９
４
９
６
・
２

　
・
６
４
４
１
／
福
岡
県
立
田

　

川
高
等
技
術
専
門
校
☎
０

　
９
４
７・４
４・１
６
７
６

北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校  

令
和
３
年
度
入
学

募
集
期
間　

１
月
29
日（
金
）

　
か
ら
２
月
５
日（
金
）

対
象　

幼
稚
部
▽
平
成
29
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
30
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
、

高
等
部
専
攻
科
理
療
科
▽

特
別
支
援
学
校
高
等
部
、高

等
学
校
、中
等
教
育
学
校
を

ネットで簡単！

　令和２年分の確定申告においては、確定申告会場の混雑を回避するため、状況に応じて、早めに受付を終了し、後
日の来場をお願いする場合があります。ご理解を賜りますようお願いいたします。
　感染防止の観点からも、ぜひご自宅からｅ -Taxをご利用ください。

　新型コロナウイルス感染症対策として、今年は、
公的年金を受給されている方を主な対象とし、１月
２５日から申告相談をお受けします。公的年金等の
源泉徴収票など申告に必要な書類がお手元に揃い
ましたら、２月１６日を待たずにご来場ください。

●申告期間
所得税
▷令和３年２月１６日（火）～３月１５日（月）
贈与税
▷令和３年２月  １日（月）～３月１５日（月）
個人事業者の消費税・地方消費税
▷令和３年１月  ４日（月）～３月３１日（水）

※贈与税、消費税等の受付は、税務署のみです。
※医療費控除や住宅取得控除などで所得税が還付に
　なる人は、１月から税務署で受付が始まります。

※ご来場の際は、感染防止の観点から、マスクを着用し、会場内で使用する筆記用具などをできるだけご持参ください。
　また、３７度以上の熱がある場合、当日の受付をお断りさせていただきます。体調不良、発熱等の症状がある人は、来場
　をご遠慮ください

マイナンバーカード、ＩＣカードリーダライタを

①お持ちでない人
　ＩＤ（利用者識別番号）とパスワード（暗証番号）
を使ってネット申告！給与所得者（年末調整済み）
で、医療費控除やふるさと納税などの寄附金控除を
適用して申告する人は、スマホやタブレットからで
も申告可能です。ＩＤとパスワードの発行を希望さ
れる人は、運転免許証などの本人確認書類をお持ち
のうえ、お近くの税務署にお越しください。

②お持ちの人
　ネット申告ができます。すでに e‐Tax のＩＤ（利
用者識別番号）を取得している人も e‐Tax のＩＤ・
パスワード（暗証番号）が不要になります。

ｅ‐Ｔａｘ（電子申告）
　次の①②のとおり、e‐Tax の利用手
続がより便利になります！いずれも国
税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」から利用できます。

問直方税務署☎０９４９・２２・０８８０

電話番号が変更します
　小竹町では、市外局番の「０９４９６」が

「０９４９」となり、市内局番が次のとおり変
更となります。

電 話 番 号
変更前 変更後

０９４９６‐２‐△△△△ ０９４９‐６２‐△△△△
０９４９６‐４‐△△△△ ０９４９‐６４‐△△△△
０９４９６‐５‐△△△△ ０９４９‐６５‐△△△△
０９４９６‐６‐△△△△ ０９４９‐６６‐△△△△
０９４９６‐８‐△△△△ ０９４９‐６８‐△△△△
※下４桁（△△△△の部分）の変更はありません。

●変更実施日　令和４年３月１日（火）



1819 ひまわりだより

人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulat ion a traffic accident 毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

暮らしの情報

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

直方警察署 ☎０９４９−２２−０１１０ / http://www.police.pref.fukuoka.jp

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　
福
永　
昭
代 

様（
小
竹
区
）

遺
族　
福
永　
一
徳　
様

■
一
般
寄
付

　
　
ヨ
シ
タ
ケ
Ｔ
Ｓ
株
式
会
社

※
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に
寄
附
し

　
て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■管内街頭犯罪発生状況
１１月中 １１月末まで

件数 件数 前年比
車上ねらい 1 件  18 件 － 6 件
部品ねらい 0 件 　7 件 － 8 件
住居対象侵入窃盗 3 件  62 件 － 3 件

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

■人　口 7,409人
男性 3,565 人 女性 3,844 人
出生 2 人 死亡 9 人
転入 8 人 転出 16 人

■世帯数 3,833世帯

  155,680kg （前月比 △ 20,130 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが旧役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 １月１７日（日）９時から１２時まで

１１月中 １１月末累計
発生件数 2 件（－ 1 ） 22 件（－ 5 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 2 人（－ 1 ） 31 人（－ 7 ）

11 11
11

スマートフォンで申請 パソコン
　　で申請

郵便
　　で申請

証明用　
写真機で申請

申請から約１か月後、町から「交付通知書」を送ります。
交付通知書に記載の必要書類を持参して、税務住民課住民係窓口
にマイナンバーカードを受け取りに行きましょう！！

　マイナンバーカードは、郵便・パソコ
ン・スマートフォン・まちなかの証明写
真機から申請することができます。
　デジカメやスマートフォンで撮った
写真を使うことができます。

※マイナンバーカードとは、表面に顔写
　真、裏面にＩＣチップが付いています。
　対面でもオンラインでも使える公的
　身分証明書となります。

※窓口に来られる際は、午前中等の混雑
　時間帯を避けていただきますようご
　協力をお願いします。

マイナンバーカードの申請はパソコンやスマホからできます！

郵送に比べて
カードの仕上がりが早い！

必要なもの

必要なもの 必要なもの 必要なもの

交付申請書 スマートフォン 顔写真データ
顔写真
データ

パソコン

（半角数字２３桁）

交付申請書に
記載の申請書ＩＤ

交付申請書

証明写真
（６ヶ月以内に撮影したもの）

封筒

交付申請書

写真代

この
マークが
目印！

マイナンバーについてのお問い合わせ

第
14
回
小
竹
ふ
る
さ
と

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、中
止
し
ま
す
。　

問
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
２・０
４
５
２

小
竹
区
貴
船
神
社

ど
ん
ど
焼
き

日
時　

１
月
11
日（
月
）▽
11
時

　

か
ら（
ど
ん
ど
焼
き
さ
れ
る

　

飾
り
物
等
は
、
金
具
類
を
は

　

ず
し
て
、
10
時
30
分
ま
で
に

　
境
内
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

）

場
所
　
小
竹
区
貴
船
神
社

問
小
竹
祗
園
山
笠
振
興
会
事
務
局

☎
０
９
０・７
３
９
７・４
１
６
７

60
歳
か
ら
の

就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

 

１
月
28
日（
木
）▽
13
時

　
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

場
所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
セ
ン
タ
ー（
飯
塚
市
飯
塚

　
14
－
67
）

対
象
者　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

　
の
人（
定
員
20
人
）

内
容　

講
師
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
森
美
奈
子
さ

　
ん
が
楽
し
い
自
己
分
析
、履
歴

　
書
作
成
、面
接
の
ポ
イ
ン
ト
を

　
解
説
し
ま
す
。※
参
加
費
無
料

※
事
前
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２・４
３
２・２
５
１
２

介
護
の
お
仕
事

復
帰
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

 
福
岡
地
区
１
月
29
日 

　
（
金
）、
北
九
州
地
区
２
月
18

　

日（
木
）▽
11
時
か
ら
16
時
ま

　
で（
12
時
～
13
時
昼
食
休
憩
）

場
所　

福
岡
地
区
▽
ク
ロ
ー
バ

　

ー
プ
ラ
ザ
、
北
九
州
地
区
▽

　
新
小
倉
ビ
ル
本
館

対
象
者　

介
護
福
祉
士
か
介
護

　

関
係
研
修
課
程
修
了
者
で
、

　

介
護
分
野
に
就
業
し
て
い
な

　
い
人（
定
員
20
人
）

内
容　

介
護
技
術
の
復
習（
講

　
義・実
技
）※
参
加
費
無
料

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

　

w
w

.fuku-shakyo.jp/jin

　

zai/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
人

　
材・情
報
課

☎
０
９
２・５
８
４・３
３
１
０

小
竹
町
分
譲
地

レ
・
リ
ア
ン
小
竹

好
評
販
売
中
！

　

レ
・
リ
ア

ン
・
小
竹
は
、

つ
な
が
り
を

テ
ー
マ
に
し

た
新
し
い
か

た
ち
の
分
譲

地
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

外
出
自
粛
の
こ
の
時

期
で
す
が
、
庭
付
き
戸
建
て
な

ら
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し

め
ま
す
。
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
申

込
に
加
え
、
条
件
付
き
宅
地
の

申
込
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

新
し
い
分
譲
地
に
自
分
好
み
の

お
家
を
建
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

家
づ
く
り
の
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。電
話

や
メ
ー
ル
で
も
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

小
竹
町
大
字
勝
野
１
９

　

６
０
－
17（
Ｊ
Ｒ
小
竹
駅
か

　
ら
徒
歩
10
分
ひ
ま
わ
り
公
園
横
）

資
料
請
求　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

　

ー
ト
フ
ォ
ン
でm

om
ota.

　

co.jp

に
ア
ク
セ
ス
し
、「
資

料
請
求
」か
ら
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
百
田
工
務
店

フ
リ
ー　

ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０・７
２
０・３
３
３ ◁４号地 

　モデルハウス

　マイナンバーカード読み

取り機能付きのスマート

フォン、またはパソコン（公

的個人認証サービス対応の

ＩＣカードリーダライタも

必要です）をお持ちの人は、

ご自身で手続できます。

●支援窓口　
　役場１階 税務住民課住民係窓口

●開設時間　
　平日 ９時から１６時まで

※キャッシュレス決済によっては、支援窓口
　で予約・申込ができない場合があります。
※ご来庁いただく前に、ホームページの「マ
　イポイントの予約・申込の支援窓口につい
　て」をご覧ください。

●予約に必要なもの（マイキーＩＤ設定）

　・マイナンバーカード
　・マイナンバーカード交付時に設定した
　 数字４桁の暗証番号

●申込に必要なもの（決算サービスとの紐づけ）

　・マイナンバーカード
　・マイナンバーカード交付時に設定した
　 数字４桁の暗証番号
　・決算サービスＩＤとセキュリティコード

　ご自身でマイナポイントの予約・申込を行うことが難しい人を対象に、
　支援窓口を設定しています。

お
知
ら
せ

ＮＥＴ１１９の運用を開始します

　携帯電話からインターネットを通じて、１１９番
通報ができるサービスを開始しました。直方・鞍
手広域市町村圏事務組合消防本部に、画面操作や
チャット通話で通報することができます。
対象　聴覚や言語機能の障がいのある人、音声電話による通報が困難な人
登録方法　事前登録
※登録方法は、消防本部のホームページをご覧ください。
問直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部☎０９４９・３２・１１３０



報情このけた小竹こども園と地域子育て支援センター
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広
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た
け

ひ
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わ
り
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よ
り

https://tow
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.jp
小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

印
刷　
株
式
会
社　
ペ
イ
ジ

小竹町
公式
LINE

■小竹町公式ＬＩＮＥ
さまざまな情報をお届けします。  
小竹町と友だちになろう！

■防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合には…

　電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
▶☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

　生活発表会

地域子育て支援センターの行事
おひざで抱っこでわらべうた

※人数制限があります。

●日時 １月１９日（火）

　　　 ▷１０時３０分〜１１時１０分予定

おとなのおはなし会
※人数制限があります。

●日時 １月２８日（木）

　　　 ▷１０時３０分〜１１時３０分予定

●託児があります（要予約）

※予約等は、お問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染症の状況では　
　内容が変更になる場合があります。

問地域子育て支援センター ☎２・０１８７

　
11
月
28
日
に
０
～
２
歳

児
が
、
12
月
５
日
に
３
～

５
歳
児
が
生
活
発
表
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
０
～
２
歳
児
は
、
ダ
ン

ス
や
劇
遊
び
な
ど
を
、
３

～
５
歳
児
は
、
ダ
ン
ス
や

合
奏
、
手
話
、
得
意
な
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、日
々
、保
育
教
諭
や
お

友
だ
ち
と
楽
し
ん
で
い
る

「
わ
ら
べ
う
た
遊
び
」を
披

露
す
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

毎
日
少
し
ず
つ
練
習
を

重
ね
、
大
好
き
な
保
護
者

の
前
で
発
表
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。当
日
、た
く
さ
ん

の
観
客
に
驚
い
て
、
緊
張

す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も

か
わ
い
い
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。き
っ
と
、お
家

に
帰
っ
て
、
発
表
会
で
頑

張
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん

褒
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

＊詳細については、町ホームページをご覧ください。

規
格

規
格

こたけ創造舎 １月イベントのお知らせ 　※１２月１４日時点

▷写真教室
　 ９日（土）　１９時～２１時
　１３日（水）　１０時～１２時

▷パステルアート教室
　 ９日（土）・１０日（日）・２４日（日）・３１日（日）　
　  ９時３０分～1２時３０分

▷ヨガ
　 ９日（土）・２３日（土）　１８時～1９時

１/９（土）・１/２３( 土）

『産直朝市』を開催します！

～出品者も募集中です～

１日～３日　休館　《イベントの申し込み先・お問い合わせ》 こたけ創造舎▶☎０８０・９２４５・７８３７  

▷洋裁教室
 １２日（火）・１６日（土）・３０日（土）　 １３時３０分～１６時３０分
 ２１日（木）・２７日（水）　　　　　　　１0 時～１3 時

広報こたけ 料金
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円

上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円
町ホームページ 料金

上下６０ピクセル×左右２１０ピクセル ３，０００円

広告募集

掲
載
料（
１
か
月
あ
た
り
）

広報こたけ・
ホームページに
掲載しませんか？
問企画調整課企画係
☎０９４９６・２・１２１４


